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平成 23年 11月 1日付で技術支援センターが開所しました．それを記
念して技術職員のメンバ （ー本学工作センター兼務）が 2次元 CADと放
電加工機を用いて技術支援センターの立体文字の看板を作製しました． 
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図3  業務依頼フローチャート 
表 1 業務依頼区分 
 
 詳細は，技術支援センター業務依頼窓口 http://konomi.nagaokaut.ac.jp/Campus/irai/index.html 
（学内専用）をご覧ください．センター業務依頼案内や業務依頼書，業務報告書が掲載してあります． 
太枠内を記入の上，教育研究支援室へ提出して下さい．また，技術職員資格一覧や技術支援センターに
関する Q&A 集が掲載してありますので，業務依頼の際に参考にして下さい． 
－3－ 
 
























































RFスパッタ装置），半導体薄膜評価機器（分子間力顕微鏡: AFM， 表面粗さ計，ホール測定装置）， 
光学特性評価装置（分光器，各種レーザ，フォトンカウンター，クライオスタット等）， 
その他（純水製造装置，簡易ドラフト） 
  ・分析計測センター計測分析器のオペレーション……試料水平型 X線回折装置，X線回折装置※ 
3．運営支援 
・電気系の運営業務…学生実験備品管理業務，系内各部会業務，共通実験室の管理・運営補佐，安全 





































































































































































かった．この傾向は，平成 23 年度，平成 24 年度
と変わっていない． 




























1 年 学期毎 数か月 
教育支援 8 18 1 2 29 71 36 科目支援 
研究支援 40 0 1 2 43 44 31 研究室支援 
系・センター 24 0 0 6 30 69 15 系・センター支援 
大学運営 7 0 2 3 12 210 
10 名学内 WG 委員 
全員安全衛生巡視員 
社会貢献 0 0 0 10 10 46 
3 回イベントへの出展 
3 名海外支援 
その他 0 0 0 0 0 0   
計 79 18 4 21 124 441 
H24 年度 
依頼件数計 132 件 
  延べ人数 398 人 
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図 1 業務依頼件数の割合 
 
表 2 新規業務依頼例 







 レーザーラマン 1 名 
 X 線光電子分光装置 1 名 
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安全衛生ワーキンググループ活動報告 
安全衛生ワーキンググループ 



















  学内選任衛生管理者 51 名中 28 名がセンター職
員である．平成 25 年度現在，センター職員（現員
29 名）は以下の衛生管理者資格を所持している． 
   ■衛生工学衛生管理者 （4 名） 
   ■第 1 種衛生管理者  （12 名） 
   ■第 2 種衛生管理者   （28 名）  
 
2．安全衛生管理委員会 



















し，大学の w-SDS 活動に貢献している．  
 
5．薬品管理支援システム（IASO R5）運用 WG 












  技術職員 2 名がインストラクター資格を取得
し，低圧電気を取り扱う教職員・学生を対象と
する特別教育において講師を担当している． 
図 1 系防災訓練での支援活動 
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社会貢献ワーキンググループ活動報告 
社会貢献ワーキンググループ 






















た（図 1）． 当日は技術職員 6 名とティーチングアシ
スタント（以降TA） 2 名で，高校生，高専生，及び
保護者等，計 82 名に本学の特徴を紹介した． 
図 1 オープンキャンパス 
（2）科学啓発活動 
平成 25 年度も 3 件の科学啓発活動を行った．1
件目は，三条市教育委員会主催の「第 9 回わくわ
く科学フェスティバル」への出展であり，平成 25









いていた．約 770 名の方が会場に来場し，内 380
名が本ブースで CD コマつくりを体験した．   
2 件目は，9 月 14 日（土）～15 日（日）に開催
された大学祭（技大祭）での理科実験教室「化学
のおもちゃ箱 2013」（物質・材料系主催）への協
力である．教員 11 名とボランティア学生 20 名，
技術職員 4 名で実施した．今年度は，「科学マジ
ック」「プルプルゼリーの芳香剤」「ギダイム」「磁
石の不思議」「冷却パック」の 5 テーマで講義棟 
図 2 第 9回わくわく科学フェスティバル 
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2 階の講義室 5 室で開催した（図 3）．小学生が最
も多いが，中学生～大人まで多くの人が来場し，













た． 2 日間で，幼児～大人まで 10,549 名の入場
者があり，技術支援センターのブースには 549 名
の参加があった（図 4）．  
図 3 理科実験教室「化学のおもちゃ箱 2013」 









年度は，3 期 6 講座の小中学校教員研修が開催さ
れ，本学高大連携室からの依頼により，技術職員
4 名が教員 1 名とともに１講座を担当した．小学




ゃ」を紹介した（図 5）．   
図 5 小中学校教員研修 
 
3．おわりに 
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研修ワーキンググループ活動報告 
研修ワーキンググループ 



































































 平成 23 年度に企画されたこの報告会は，一昨
年の実施後に行ったアンケートの結果より他分
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図 1 新人研修プログラムの概要 
 












































術職員 23 名が参加した（図 2）．発表内容は以下
の通りである． 
 1． はじめに（程内技術長） 
 2． 申請書の書き方（近藤技術職員） 
 3． 申請資格（大塩副技術長） 
 4． 科研費データベースの活用法（宮副技術長） 
 5． 採択者からのコメント（渡邉） 
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2.3．資格・講習記録 
大学へ申請し受講した，安全衛生管理に関係す
る各種資格・講習等受講記録を表 1に示す．  
  
表 1 各種資格・講習等受講記録 











有機溶剤作業主任者技能講習 宮 正光，高橋美幸 
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 山田修一 






第 1 種衛生管理者 安部 真，佐藤賢太 
第 2 種衛生管理者 高橋美幸，高橋 智，野田浩平，押味 洸 
－17－ 
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24 年度，技術職員全体を 3 グループに分けて実
施したが，報告会の準備・参加の負担を軽減する
ため，25 年度は 2 グループとし，報告は年 1 回と
することとした．表 2にメンバー表を示す．実施
要領を下記に示す． 
 ①2 グループ態勢．15 人程度／1 グループ． 
 ②各グループ隔月開催．毎月どちらかのグルー
プが交互に開催する． 
 ③5 月から翌年 2 月までの 10 か月間で，各グル
ープ 5 回ずつ開催． 
 ④毎回 3 人×5 回．1 人の報告担当は年に 1 回． 
 ⑤1 人あたりの持ち時間は 25 分．1 回の開催時
間は 75 分． 
 ⑥プレゼンの場合の時間配分は，発表 15 分・
質疑 9 分・入替 1 分． 
 ⑦見学等の場合の時間配分は，発表 15 分・質
疑 5 分・移動 5 分． 
 
（3）実施状況 













図 3 デイブック報告会の様子 
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表 3 デイブック報告会開催記録 
開催日 グループ 報告者 テーマ 




山岸 郷志 研究室支援業務に関する報告 
大塩 茂夫 ツイニングプログラム学生の実験対応 
6 月 25 日 B 
宮 正光 物質・材料系への支援業務 －環境整備について－ 
三間 達也 安全体感教育 
山口 貴幸 コンクリート構造物の劣化 
7 月 17 日 A 
佐藤 賢太 公開講座についての報告 
豊田 英之 シミュレーションプログラム作成による研究支援について 
山本 浩 フェニックス大橋見学会 
8 月 1 日 B 
高橋 智 FMEA の紹介 
押味 洸 オシロスコープの基本 
近藤 みずき 個別研修報告 
9 月 11 日 A 
穗刈 治英 産業用ロボットの業務に係わる特別教育  －受講報告－ 
志田 暁雄 高圧・特別高圧電気取扱特別教育(26 時間コース)受講について 
9 月 17,19，
24,26 日 
A 河原 夏江 有機材料工学実験 見学 
10 月 
3,10,17 日 
B 程内 和範 物質・材料系 2 年生の学生実験紹介（分析化学実験の見学） 
10 月 22 日 B 
高柳 充寛 konomi 管理運用マニュアル整備について 
相田 久夫 地理情報システムについて 
11 月 20 日 A 
加藤 善二 白金炉について 
渡邉 高子 セカンドラボの支援業務 
野田 浩平 光の回折・干渉について 
12 月 3 日 B 
吉田 昌弘 3D CAD SolidWorks の紹介（管理と運用） 
菅田 敏則 電気主任技術者認定立入り検査について 
1 月 22 日 A 




2 月 27 日 B 
山浦 賢太郎 moodle について 
山田 修一 H25 年度の出張報告 
吉井 一夫 日常業務について 
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広報ワーキンググループ活動報告 
広報ワーキンググループ 





































表 1 広報 WG の主な活動 
月 活動内容 
平成 25 年度 
4 月  HP コンテンツの新年度対応（人事等） 
平成 24 年度版報告集の原稿募集 
5 月 HP の旧コンテンツの整理等 
6 月 平成 24 年度版報告集の編集作業開始 




9 月 科学のおもちゃ箱対応 




図 1 技術支援センター報告集表紙 
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 （2）ホームページ（HP）の整備 

























図 3 技術支援センター前掲示ポスター 
図 2 技術支援センターHP 
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2013年度 JICA短期派遣専門家の派遣業務 
東ティモール国立大学工学部能力向上プロジェクト 































よび CAE の指導を行った． 
派遣期間中，2013 年度の研究成果発表会が開催









CAE については，JICA より UNTL へ供与され
た 3 次元 CAD ソフト SolidWorks を使用した．








図 1 第 6回研究成果発表会 
 

















































図 3 工作実習（旋盤） 






図 4 UNTL教官との打ち合わせ 
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組織横断的な業務共有の取組み 
 






















































表 1 技術開発センター担当技術職員一覧 
氏名 所属 
○山口 貴幸 環境・建設分野 
渡邉 高子 化学・生物分野 
髙田 晋 環境・建設分野 
大塩 茂夫 化学・生物分野 
図 1 天井クレーン（技術開発センター） 
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工作センターにおける安全衛生の取組み 
平成 25年度安全衛生優良研究室受賞 









































図 2 初心者講習の流れ 
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図 3 初心者講習の様子（機器操作説明） 
 
図 4 初心者講習の様子（筆記テスト） 



























































表題 報告者 報告内容 
防災意識向上を目的とした体験型学習ツール
の開発 
高田  晋 研究支援 
バイオ燃料電池による LED 点灯用昇圧回路の
製作 
豊田 英之 研究支援 
光架橋性高分子液晶を用いたデジタル型異方
性回折光学素子の形成 
野田 浩平 研究支援 
分析計測センターへの技術支援および高周波
グロー放電発光分析装置（GD-OES）の紹介 
程内 和範 共通設備支援 
マークシートによる自動採点プログラムの作
成 
安部  真 系内業務支援 








宮 正光 技術研究会発表 
 
3. 技術支援シーズ 





























































































































図 2 噴砂実験装置概要図 
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バイオ燃料電池に対応した LED点灯用昇圧回路の製作 
 





















































図 1 LEDの電流-電圧特性 
 
図 2 LED点灯回路 
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Panasonic ELF-18D214 （8.2mH, 0.7A）（秋葉原鈴
商（http://www.suzushoweb.com）より購入），トラ


































図 3 製作した LED点灯回路 
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光架橋性高分子液晶を用いたデジタル型異方性回折光学素子の形成 
 




























































した．測定結果と理論解析結果の polar plotを表 1，
表 2に示す． 
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図 2 pattern1 顕微鏡写真 
 
 
図 3 pattern2 顕微鏡写真 
 
表 1 pattern1の polar plot 
入射光 ＋1次光 ‐1次光 







表 2 pattern2の polar plot 
入射光 ＋1次光 ‐1次光 
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分析計測センターへの技術支援および             
高周波グロー放電発光分析装置（GD-OES）の紹介 










































    技術職員     担当 
常駐職員 A XPS，AES，GD-OES， 
XRF，TEM，周辺装置 
センターの施設管理 
応援職員  B H-XRD，XRD 
応援職員 C AES 
応援職員 D XPS 
応援職員 E LR，FT-IR 
応援職員 F EPMA  
表 1 分析計測センターへの技術支援状況 
図 1  GD-OES装置（堀場 GD-Profiler 2） 















































































































 λ:  
図 3 Cu-Ni二層膜/Cu基板の GDS曲線 
   条件:600Pa-35W 
 
           図 2  発光原理図 
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マークシートによる自動採点プログラムの作成 
 




























































・保存した Excel ファイルの 2 枚目のシートの 2
行目に各設問の配点を記入する． 
・保存した Excel ファイルの 3 枚目のシートに受
講者名簿の学籍番号，氏名を転記する． 
・自動採点プログラム（VBA macro）が実装され
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することにした．処理の流れは以下の通りである． 
 






は，Excel ファイルの 2 枚目の sheet にその設問
の配点を記入する．それぞれの設問の比較が終
わったら，その答案シートの合計点（2 枚目の
sheet の 1 行の合計）を右端に記入しておく． 
・上記手順を答案シートの最後まで行う．（図 1） 
・採点が終了したら，Excel ファイルの 1 枚目の
sheet の学籍番号と 3 枚目の sheet の学籍番号の
比較を行い，「一致」したら 3 枚目の sheet の名




 受講者数 130 名の科目の中間試験，期末試験に
ついて，マークシート方式による自動採点を行っ









































図 2 名簿への合計点の転記 
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Kawaii 理科プロジェクト WEBサーバの運用管理 
～WordPressサイトの構築～ 
 






























2． WEB サイトの要求条件 
 構築するサイトの条件は以下の通りである． 











 ブラウザのみで WEB ページを管理することの




























は，図中の WordPress の位置に HTML 言語のソー
スファイルが入ると考えるとよく，この場合はデ
































（2） WordPress 関連のメモリ使用量の調整 
サーバに使用した PC が旧型のため内蔵メモリ
























図 2  MySQL サーバダウンによるエラー表示 
 
図 3 Kawaii理科プロジェクトの TOPページ 
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図 1 「私本管理 Plus」をカスタマイズした 
登録画面 
社会貢献活動における科学教育教材の共同利用について 
平成 25年度 実験・実習技術研究会 inイーハトーブいわて／岩手大学 
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1)  宮正光，近藤みずき，科学教育教材データ 
 ベースの構築の試み 1，平成 24 年度 愛媛 
 大学総合技術研究会概要集，2013，pp30 
2) 近藤みずき，宮正光，科学教育教材データ 
  ベースの構築の試み 2，平成 24 年度 愛媛 
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地域貢献・国際協力としての科学教育啓発活動の紹介 
平成 25年度 実験・実習技術研究会 inイーハトーブいわて／岩手大学 





















参加者 380 名（図 1），H.25.8.7(水） 
○理科実験体験教室「化学のおもちゃ箱」の開催：
参加者 1,181 名，H.25.9.14(土）－15(日）  
※学科の主催で，教員 11 名，技術職員 5 名，
学生 20 名で実施．（図 2） 
○小中学校教員研修（3 期，6 講座，31 名）：「す
ぐに使える理科実験・工作」（磁石で作る科学
おもちゃ），参加者 11 名，H.25.11.22（金） 
○青少年のための科学の祭典 2013新潟県大会に出








図 1 色変わり CDコマ 
図 2 「化学のおもちゃ箱」案内チラシ 
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○高校生講座（3 期，26 テーマ，156 名）：「有機
合成化学実験：ノーベル化学賞の反応を体験し
よう」参加者 10 名（図 3），H.25.8.8（木）－
9（金） 





































在のスタッフ数は 14 名である． 
○科学工作教室「ビー玉万華鏡をつくろう！」：参













図 4 手づくり万華鏡（マレーシア） 
図 3 有機合成実験（高校生講座） 
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1) 宮 正光, 岸岡真也, 竹下宏樹, 村上能規, 田
中 諭, 藤井修治, 理科実験体験講座「化学の




3) 宮 正光, 地域貢献・国際交流としての科学教
育啓蒙活動の紹介, 平成 19 年度実験・実習技
術研究会報告集（徳島大学）, 2008, 201－204  
4) http://konomi.nagaokaut.ac.jp/Open/syakai_ 
kouken/ 
5) 宮 正光, 手づくり万華鏡, RikaTan（理科の探
検）, 2008, 2(6), 4－7 
6) http://kawarika.nagaokaut.ac.jp/ 
7) 近藤みずき, 宮 正光，社会貢献活動における
科学教育教材の共同利用について，平成 25 年
度 実験・実習技術研究会 in イーハトーブい
わて，2014． 
図 6 Kawaii 理科プロジェクトのロゴ 














平均する．図 2 の例であれば＋0.8 が静止点である．次いで，各荷重に
おける 1 ㎎の過剰荷重を加えてこの時の静止点を求めることで，1 目盛
を振れさせるために必要な過剰荷重の mg 数を求めておく（感度曲線）．
荷重と分銅を釣り合わせたところ 10.082g となり，静止点が－1.4 だっ
たとする．分銅を乗せない時の静止点（零点）が＋0.8 の時（図 2），そ
の差は 2.2 である．荷重 10g の時の 1 目盛当量 0.29 ㎎であれば，この物
体の質量は次のようにして求まる． 












ての値を表示している．日本の北と南では約 1/800 の重力差があり，体重 100kg で 100g 以上の差が生じ
るため，無視出来ないのである． 
長さや時間が現代的な定義に置き換えられる中，質量単位「キログラム」の新しい定義が提案されて
いる．これは，E=hν と E=mc2（あの有名なアインシュタインの式）を用い，光速度 c と同様にプラン
ク定数 h も「定義された量」とし，１キログラムは，ある周波数ν の光子のエネルギーに等価な質量で
ある，とされる．最後に残った原器「国際キログラム原器」は，120 年以上使われてきたがもうすぐそ
の使命を終えようとしている．                  化学・生物技術分野 宮 正光 
図 1 化学天秤 




















































  支援科目数 担当人数（延数） 
全課程（学部 1年） 5 9 
機械創造工学課程 10 18 
電気電子情報工学課程 5 17 
材料開発工学課程 6 16 
建設工学課程 3 5 
環境システム工学課程 6 6 
生物機能工学課程 4 10 
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全課程 1 学年「化学実験及び演習Ⅰ」 
大塩 茂夫  化学・生物技術分野 
 
 
「化学実験及び演習Ⅰ」は，全課程第 1 学年 1
学期に開講されている．1 年生は，普通高校，工
業，商業，農業高校出身者と留学生で，学生数は









各 1 名，TA2 名，演習担当として助教 2 名が担当




































































表 1 実験スケジュール 
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機械創造工学課程 3学年『機械創造工学総合演習入門』 
-材料の破壊と破面観察- 








 本科目は，機械創造工学課程（学部）第 3 学年
1学期の毎週火曜3〜5限目に開講する必修の実験
科目である．2013 年度は 106 名が受講した．実験
テーマは表 1 に示すとおり 13 テーマある．学生






2 回（2 週）で完結し，2 回毎に各班が順次交代し
ながら行なう．本科目は教員，ティーチングアシ
スタントおよび技術職員が担当し，今年度は技術







































第 1 回目 




第 2 回目の前日 【中間レポート提出】 
第 2 回目 
（第 2 週目） 
・レポート作成指導 
・実験 1, 2 の内容に関する発表会 
・実験 3：破面試料の観察(1) 
・まとめの講義 
終了後 1 週間 【最終レポート提出】 
 
 本実験の破面観察には走査型電子顕微鏡（SEM）
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電気電子情報工学課程 3 学年「電気電子情報工学実験Ⅱ」 


























験は 1 班につき，実験計画日（1 日，実験日（2 日），










め，1 班をさらに 4 つの班に分けて 2 回の実験日の




















図 1 交流磁化測定装置 
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材料開発工学課程 2，3学年 実験等科目 
宮 正光  化学・生物技術分野 
 
 








































【2 年学生実験】 3 年学生実験で廃止となった


















る講義等の技術支援を行っている． 図 1 材料開発工学課程第 2,3学年 実験等科目 
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建設工学課程 4学年「建設工学実験Ⅱ」 













 水工学実験は表 1の通り 6 つのテーマを実施し
ている．1～3 が開水路（全長 9m 及び 11m），2 次
元造波水槽（全長 15m）を使用する室内実験であ
り，4～6 がコンピュータで数値計算プログラムを
作成する数値実験である．1 つのグループを 4 班
に分け，合計 12 班がローテーションで実験を行
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環境システム工学課程 2 学年「環境システム工学実験 I」 









る．本科目は，2 学期の毎週金曜日 4〜5.5 限に実
施され，ガイダンス・安全講義・レポート作成日
を含めて計 15 回で構成されている．教員 9 名，
技術職員 2 名，TA11 名で分担して担当しており，
平成 25 年度の実験テーマは表 1 で示した実験を




 表 1 のうち，筆者はテーマ 3〜5 を担当した．
これらのテーマで使用する器具・装置の保守点検
のほか，実験説明および実験監督を行っている． 












































光合成色素の分離～   
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生物機能工学課程 3 学年「生物機能工学実験Ⅰ・Ⅱ」 
三間 達也  化学・生物技術分野 
 
 





この科目は准教授 6 名，助教 5 名，技術職員































表 1 実験日程 
回 A B C D E F
1学期
2,3 基① 基② 基① 基② 基① 基②









































機械系 耐熱材料工学研究室：担当 山岸 郷志 
公表論文等：山岸 郷志（長岡技科大), 岡崎 正和（長岡技科大) ,池田 創一（長岡技科大 院), 深沼 博
隆（プラズマ技研）, 静電容量の変化を援用した遮熱コーティング膜の はく離成長検出手法の検討, 日





機械系 生産加工工学研究室：担当 高橋 智 







電気系 機能性半導体工学研究室：担当 豊田 英之 
公表論文等：第 61 回応用物理学会 春季学術講演会 (2013 年 3 月)，発表番号: 20a-PG1-17 





物質・材料系 エネルギー変換材料研究室：担当 程内 和範 
公表論文等：永井太一, 程内和範, 西山洋, 松原浩, ”無電解 Ni-B めっきの初期析出におよぼす浴中化





物質・材料系 高分子材料工学研究室：担当 宮 正光 
公表論文等：Crystallization behavior and higher-order structure in miscible crystalline/crystalline polymer blends  
F. Arai, K. Shinohara, N. Nagasawa, H. Takeshita, K. Takenaka, M. Miya and T. Shiomi 
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線散乱測定（SAXS），広角 X 線回折測定（WAXD)，熱分析（示差走査熱量計 DSC)および高エネルギー
加速器研究機構 放射光研究施設での共同利用実験を行った． 
 
物質・材料系 光・電子セラミックス研究室：担当 大塩 茂夫 
公表論文等：Ikumi TODA，Hiroe TODA，Hiroki AKASAKA，Shigeo OHSHIO，Shuji HIMENO， Hidetoshi 
SAITOH ： ”Effect of potassium agents at activated carbon fabricated from rice husks on pore structure and 






環境・建設系 地盤工学研究室：担当 高田 晋 
公表論文等：Toyota, H., Susami, A. and Takada, S.,Anisotropy of Undrained Shear Strength Induced by K0 














電気系 神経情報処理研究室：担当 穗刈 治英 
公表論文等：Alejandoro Gonzalez, Isao Nambu, Haruhide Hokari, and Yasuhiro Wada, “EEG Channel Selection 
Using Particle Swarm Optimization for the Classification of Auditory Event-Related Potentials,” The Scientific 





物質・材料系 セラミックス・サイエンス研究室：担当 加藤 善二 
公表論文等：加藤善二，田中諭（長岡技科大），”顆粒工学によるバルクセラミックスの作製”日本セラ
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機械系 流体工学研究室：担当 山田 修一 
公表論文等：Prospect of Micro Power Generation Utilizing VIV in Small Stream Based on Verification 
Experiments of Power Generation in Water Tunnel., Mizuyasu KOIDE, Takahiro SEKIZAKI, Shuichi YAMADA, 











































































































高田 晋・相田 久夫・山本 浩・山口 貴幸・高橋 美幸 環境・建設技術分野 
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図 1 器械の使用法の学習 
 
 
図 2 トータルステーションを用いた測量 
 
 













































技術支援センター報告集 － 2013 年度 研修報告 
オージェ電子分光装置の設備サポート講習会 
 




 本学分析計測センターに JEOL 製のオージェ
電子分光装置・JAMP-9500F がある．著者は，平
























講師：名古屋工業大学 技術部 塚田究 氏 
   名古屋工業大学 技術部 藤本靖孝氏 
テーマ名： 















NMR, MS, SEM, TEM, 
XPS ） 





9:00  ～ 12:00 AES による IC の CP 処理
断面分析 
13:00 ～ 17:00 AES による IC の CP 処理
断面分析（つづき） 
18:00 ～ 20:00 情報交換会 
三日目
 
9:00  ～ 11:30 学内見学（化学実験室（教
養），分析化学実験室） 
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図 1 FE-Auger JAMP-9500F（JEOL） 








































 初日目の後半は，CP による IC の前処理を行
った．講習で使用した IC は Dynamic Random 
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図 3 電極構造部の SEM像 
図 4 各分析点でのオージェ・スペクトル 
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高圧・特別高圧電気取扱特別教育の受講 





電気（直流 750V 以下，交流 600V 以下），若しく


































平成 24 年 11 月 28 日発行 
 カリキュラム： 












4 日間…計 学科：11 時間，実技 15 時間 
 
3．研修内容 
 第 1・2 日はほぼ学科で，テキスト内容に沿った


























図 1 低圧活線作業用ボードと使用工具 
 
その後，商用 100V からの昇圧ではあるが実際
に 6600V が印加されている実技用モデル 2 種（図
2 の受電室を想定したもの，図 3 のキュービクル















図 2 受電室モデルでの実習 
 





















技術支援センター報告集 － 2013 年度 研修報告  
第 2 回北関東地区技術系職員安全管理ワークショップ 
大塩 茂夫 化学・生物技術分野 
菅田 敏則 電気・情報技術分野 



























 参加機関数は 7 大学 2 高専の 9 機関であった．





埼玉大学 総合技術支援センター    13 名 
群馬大学 理工学系技術部       6 名 
宇都宮大学 工学部技術部       6 名 
茨城大学 工学部技術部        6 名 
群馬高専 教育研究支援センター    1 名 
小山高専 教育研究技術支援部     4 名 
横浜国立大学理工学系大学院等技術部  1 名 
横浜国立大学安心･安全の科学研究 
教育センター  1 名 
筑波大学 医学系技術室        1 名            
筑波大学 システム情報工学等技術室  1 名 


























技術支援センター報告集 － 2013 年度 研修報告  
・「埼玉大学における薬品管理のその後」 
  埼玉大学研究機構総合技術支援センター 









































 全学で 112 台の局所排気装置について，2 ヶ月
間で自主検査とメンテナンスを行っている．1









     長岡技術科学大学技術支援センター 
                菅田敏則氏 






      宇都宮大学機械工場 神山祐之氏 































































吉田 昌弘 機械・金属技術分野 













会期：2014 年 1 月 15 日（水）～16（木） 
会場：高エネルギー加速器研究機構（KEK） 



































































技術支援センター報告集 － 2013 年度 研修報告 
平成 25年度 新潟大学教室系技術職員研修 参加報告 


































































参 加 機 関 参 加 者 数 
新 潟 大 学  47名 
静 岡 大 学  2名 




吉田 昌弘・豊田 英之・高田 晋 
 




吉田「取得は平成 17 年 9 月です」 
高田「平成 22 年 9 月です」 
豊田「平成 24 年 9 月です」 
 
―――どのような研究でしたでしょうか． 






































































図 2 インタビューの様子 

































インタビュアー，電気電子・情報技術分野 押味 洸 
 
 
図 3 インタビューの様子 
































開始日 終了日 所属技術分野 氏名 






H25.4.8 H25.4.9 電気電子・情報 志田 暁雄 H25年第 3学年合宿研修引率 
H25.4.17 H25.4.17 総合安全・情報管理 山田 修一 労働安全衛生総合研究所一般公開参加＊ 
H25.5.8 H25.5.10 
総合安全・情報管理 山浦 賢太郎 
平成 25年度新潟県内公立大学法人等新採用職員研修受講 
環境・建設 高橋 美幸 
H25.5.10 H25.5.10 環境・建設 高田 晋 見附市消雪井戸の水質データ回収 
H25.5.13 H25.5.13 環境・建設 山口 貴幸 糸魚川市沿岸部橋梁の老朽化状況調査 
H25.5.16 H25.5.16 機械・金属 吉田 昌弘 
織物柄印刷工程の確認および画像処理実装に関する研究打
ち合わせ 
H25.5.23 H25.5.23 環境・建設 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する研究打合せ 
H25.5.29 H25.5.31 化学・生物 近藤みずき 
オージェ電子分光装置の設備サポート講習会への参加のた
め（名工大）＊ 
H25.6.3 H25.6.3 環境・建設 山口 貴幸 糸魚川市沿岸部橋梁の老朽化状況調査 
H25.6.5 H25.6.7 化学・生物 宮 正光 放射光共同利用実験 
H25.6.6 H25.6.6 環境・建設 高田 晋 
防災意識向上を目的とした体験型学習ツールの開発に関する
情報収集 
H25.6.18 H25.6.21 環境・建設 山口 貴幸 移動式小型クレーン技能講習受講 
H25.6.21 H25.6.21 環境・建設 山本 浩 大河津分水河口付近の現地調査 
H25.6.24 H25.7.1 機械・金属 山岸 郷志 第 3回日独 TBCワークショップ参加（ドイツ） 
H25.6.27 H25.6.27 環境・建設 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する研究打ち合わせ 
H25.7.4 H25.7.5 総合安全・情報管理 山田 修一 安全工学シンポジウム 2013参加 








開始日 終了日 所属技術分野 氏名 




機械・金属 佐藤 賢太 
第 1種衛生管理者試験受験 化学・生物 高柳 充寛 
総合安全・情報管理 安部 真 
H25.7.15 H25.7.15 
機械・金属 高橋 智 
第 2種衛生管理者試験受験 電気電子・情報 
野田 浩平 
押味 洸 
環境・建設 高橋 美幸 
H25.7.15 H25.7.19 化学・生物 三間 達也 平成 25年度衛生管理講座「衛生工学衛生管理者コース」受講 
H25.7.17 H25.7.17 環境・建設 山口 貴幸 コンクリート技師研修会参加＊ 
H25.7.22 H25.7.22 環境・建設 山口 貴幸 糸魚川市沿岸部橋梁の老朽化状況調査 
H25.7.22 H25.7.25 環境・建設 高田 晋 第 48回地盤工学研究発表会参加 
H25.7.22 H25.7.27 電気電子・情報 志田 暁雄 高圧・特別高圧電気取扱者安全衛生特別教育受講＊ 
H25.7.30 H25.7.30 化学・生物 近藤みずき 
放送大学単位認定試験受験 H25.7.31 H25.7.31 環境・建設 高橋 美幸 
H25.8.1 H25.8.1 化学・生物 大塩 茂夫 
H25.8.1 H25.8.1 環境・建設 高田 晋 2007年中越沖地震被災地調査 


















H25.8.8 H25.8.9 環境・建設 高田 晋 実験土槽製作に係る打ち合わせ 
H25.8.17 H25.8.24 化学・生物 宮 正光 
科学教育の国際交流・国際協力を目的とした科学実験・工作
の実施（マレーシア） 










開始日 終了日 所属技術分野 氏名 
H25.9.11 H25.9.13 化学・生物 程内 和範 平成 25年度機器・分析技術研究会参加（鳥取大学）＊ 
H25.9.11 H25.9.13 化学・生物 大塩 茂夫 平成 25年度機器・分析技術研究会参加（鳥取大学） 
H25.9.19 H25.9.19 
電気電子・情報 菅田 敏則 
第 2回北関東地区技術系職員安全管理ワークショップ（埼玉
大学）＊ 
化学・生物 大塩 茂夫 
総合安全・情報管理 山田 修一 
H25.9.19 H25.9.19 環境・建設 山口 貴幸 土木学会平成 25年度全国大会 
H25.10.3 H25.10.3 総合安全・情報管理 山田 修一 緑十字展 2013及び第 72回全国産業安全衛生大会（大阪） 
H25.10.4 H25.10.4 環境・建設 山口 貴幸 実験作業についての打ち合わせ（今町ブロック瓦工業） 




H25.10.9 H25.10.9 機械・金属 山岸 郷志 大学講義体験 
H25.10.10 H25.10.11 環境・建設 山口 貴幸 コンクリート標準示方書の講習会 
H25.10.13 H25.10.19 化学・生物 大塩 茂夫 科学実験授業視察、施設見学（アメリカ サンノゼ州立大学） 
H25.10.18 H25.10.18 化学・生物 渡邉 高子 島津高速液体クロマトグラフ prominence メンテナンス講習会 
H25.10.26 H25.10.29 化学・生物 宮 正光 放射光共同利用実験（九州シクロトロン） 




H25.10.30 H25.10.30 電気電子・情報 野田 浩平 "観る・撮る・測る"合同セミナー 




機械・金属 星野 英夫 平成 25年度新潟県内国立大学法人等職員に係る生涯生活
設計セミナー 
総合安全・情報管理 山田 修一 
H25.11.8 H25.11.8 環境・建設 山本 浩 国土交通省新潟港湾・空港整備事務所 
H25.11.8 H25.11.10 化学・生物 大塩 茂夫 
2013年度大学英語教育学会関西支部秋季大会(神戸市外
大) 
H25.11.18 H25.11.18 環境・建設 山口 貴幸 糸魚川市沿岸部橋梁の老朽化状況調査 














開始日 終了日 所属技術分野 氏名 




機械・金属 星野 英夫 新潟大学、秋田大学各技術部との組織運営に関する情報交
換会（新潟大学）＊ 化学・生物 大塩 茂夫 





H25.12.20 H25.12.20 環境・建設 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する研究打ち合わせ 




H25.12.23 H25.12.24 総合安全・情報管理 山田 修一 
平成 25年度長岡技術科学大学・明治大学共催特別講演会、
安全技術応用研究会 
H26.1.9 H26.1.9 環境・建設 山本 浩 大河津分水河口付近の現地調査 




H26.1.16 H26.1.16 環境・建設 高田 晋 地盤構造物の維持管理手法に関する情報収集 




機械・金属 吉田 昌弘 
高エネルギー加速器研究機構技術職員シンポジウム＊ 
化学・生物 大塩 茂夫 
H26.1.15 H26.1.16 化学・生物 宮 正光 有機溶剤作業主任者技能講習 
H26.1.26 H26.1.26 化学・生物 近藤みずき 放送大学単位認定試験受験のため 
H26.1.27 H26.1.27 環境・建設 相田 久夫 GISシンポジウム in新潟 2014 
H26.2.1 H26.2.1 
電気電子・情報 野田 浩平 
放送大学単位認定試験受験のため 
化学・生物 渡邉 高子 
H26.2.6 H26.2.7 総合安全・情報管理 山田 修一 労働安全衛生に関する情報交換会 
H26.2.6 H26.2.7 化学・生物 大塩 茂夫 立命館宇治中学校・高等学校 




H26.2.12 H26.2.13 電気電子・情報 野田 浩平 三機関連携事業 
H26.2.12 H26.2.13 総合安全・情報管理 山浦 賢太郎 安全体感教育を受講するため＊ 
H26.2.18 H26.2.18 機械・金属 山岸 郷志 
(株)ﾈﾑｽ白河工場に於いて超合金特殊熱処理の打ち合わせ
のため 








開始日 終了日 所属技術分野 氏名 












総合安全・情報管理 山田 修一 
H26.3.4 H26.3.8 化学・生物 宮 正光 平成 25年度実験・実習技術研究会（岩手大学） 





H26.3.7 H26.3.19 機械・金属 星野 英夫 
国際協力機構東ティモール国立大学能力向上プロジェクト（東
ティモール） 
H26.3.8 H26.3.15 機械・金属 高橋 智 第 25回加工システムの管理と診断の国際会議（ポーランド） 
H26.3.12 H26.3.14 
機械・金属 吉井 一夫 
平成 25年度核融合科学研究所技術研究会＊ 
総合安全・情報管理 山浦 賢太郎 
H26.3.18 H26.3.19 電気電子・情報 野田 浩平 第 61回応用物理学会春季学術講演会 
H26.3.26 H26.3.26 
機械・金属 吉井 一夫 
平成 25年度新潟大学全学技術職員専門研修＊ 






環境・建設 山本 浩 
総合安全・情報管理 山田 修一 












  下記記載の技術資格に関する問い合わせは，最寄りの技術職員までお願いします． 
衛生工学衛生管理者 一般毒物劇物取扱者 
衛生管理者（第 1種，第 2種） 水質関係第 1種公害防止管理者 
特定第 1種圧力容器取扱作業主任者 水質関係第 4種公害防止管理者 
二級ボイラー技士 大気関係第 1種公害防止管理者 











産業用ロボットの業務に係る特別教育 基本情報技術者，第 2種情報処理技術者 
低圧電気取扱業務特別教育 応用情報技術者 
電気取扱作業特別教育インストラクター（低圧） 初級システムアドミニストレータ 




工事担任者（DD第 1種） CAD利用技術者試験 2級 
工事担任者（AI第 1種） 高校教員専修免許（工業） 
甲種危険物取扱者 中学・高校教員 1種免許（理科） 
乙種危険物取扱者（1/2/3/4/5/6類） 電子顕微鏡二級技師 
丙種危険物取扱者 ビジネスキャリア検定 生産管理プラニング 2級 
高圧ガス製造保安責任者（第 2種冷凍機械） 農業改良普及員 
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